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「1980年代経済社会の展望と指針」について

昭和58年8月12日

間　議　決　定

●

政府は，別冊「1980年代経済社会の展望と指針」を昭和58年度から昭和65年度まで

の期間における経済運営の指針とすることを決定する。

流動的な内外諸情勢の中にあって，本「1980年代経済社会の展望と指針」に掲げる

政策の実効性ある推進を図るため，毎年，経済社会の展望と経済運営の指針について

の検討を行い，その結果を政策運営に反映するものとする。
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I　基本的役割と考え方

1980年代は，戦後の経済社会の歩みが大きな曲り角を迎える中で，これまでに得た

実りを生かしながら，来たるべき21世紀に備えた基礎を築くべき重要な時期である。

以下に示す「1980年代経済社会の展望と指針」（以下，「展望と指針」という。）は，

昭和58年度から65年度（1980年代）を対象とするものである。

●

●

〔1〕基本的役割

我が国は，自由な競争を基本原理とした市場経済を基調としている。こうした前提

の下に作成される経済計画は，経済社会の全分野を詳細に規定したり，厳格にその実

施を強制するものではない。

その基本的役割は，①望ましく，かつ，実現可能な経済社会の姿についての展望を

明らかにすること，②中長期にわたって政府が行うべき経済運営の基本方向を定める

とともに，重点となる政策目標と政策手段を明らかにすること，③家計や企業の活動

のガイドライソを示すこと，にある。

近年の我が国経済社会には，先行きに対する不透明感の高まりがみられる一方，財

政の制約等の中で政策の効率化，重点化を図ることが求められている。こうした中

で，上記のような基本的役割を果たしていくことは，極めて重要なものとなってい

る。

また，我が国の国際的地位が高まる中で，我が国が今後目指すべき道を明らかにす

ることは，国際的相互理解にも資するものとなることが期待される。

今日，我が国経済社会は大きな転換期に直面しており，将来には流動的な要素も多

い。土のため，今回の計画は，その内容を不確実性と事態の変化に弾力的に対応しう

るようなものとしており，こうした性格をより明確化するため，「1980年代経済社会

の展望と指針」という名称とした。

（1）



〔2〕今回の「展望と指針」の重点

今回の「展望と指針」は，時代の転機ともいうべき大きな流れの変化の中で，長期

的に取り組むべき多くの課題年直面していることを踏まえて，長期的な視野から1980

年代をⅡに述べるように「創造的安定社会の構築期」と位置づけ，8年間についての

経済社会の展望と政策運営の指針を示している。

今回の「展望と指針」の重点は次の4点である。

第1は，現下の最大の課題である行政の改革，財政の改革を進めることである。経

済社会の発展のための新しいェネルギーを発輝できるように，行政の姿をこれからの

時代にふさわしいものとしていくことは，我が国の将来への明るい展望を拓くための

国民的課題であるとの認識の下に，行政の役割を抜本的に見直し，簡素化，効率化を

図る。また，一段と深刻さを増している財政状況に対応して，歳出・歳入両面にわた

る見直し・合理化に努め，我が国財政の健全性，弾力性を確保するための基礎固めに

取り組む。

第2は，産業構造の高度化に支えられた新しい成長への歩みを進めることである。

我が国は，戦後，国民の物質的豊かさへの欲求の高まりを背景に，急速な産業化を通

じて重化学工業，撥械産業にリードされた成長を続けてきた。今後は，技術革新の進

展，価値観の多様化，良質な居住環境への欲求の高まり等を背景に，新たな経済社会

のニーズに応え，ソフトの面にも支えられた成長過程を辿っていくものと考えられ

る。特に，エレクトロニクスを中心とした技術革新の進展，情報通信システムに支え

られた情報化の進展は，国民生活をはじめとして，経済社会の各面に多様な影響を及

ぼし，高度情報社会へ向けての変化を生むこととなろう。80年代においては，こうし

た変化の方向を踏まえ，創造的知識集約化の推進等により産業構造の一層の高度化を

推進する。

第3は，民間活力の役割を重視し，経済社会の発展をもたらす上で重要な要素とし

て位置づけその活用を図ることである。市場経済を基本とする我が国においては，進

取の気象に富む民間部門の活力こそが経済社会の発展の原動力であり，その十分な発

揮なくしては我が国経済社会の発展はありえない。今回の「展望と指針」においては，

成熟化の進行が予想される中で，技術開発の推進等によりこうした民間活力の維持・

（2）
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形成を図るとともに，時代の変化の中で，政府の本来果たすべき役割を明らかにし；

規制，制度の見直しや諸条件の整卿こより民間活力が発揮しうるような環境を整え，

新たなフロ：／ティアを広げていく。、

第4は，国際協力の推進である。世界経済は，先進諸国のスタグフレーション，発

展途上国の債務累積等困難な状況が続いており，多極化の進展を背景に世界経済秩序

の戟露が続いている。経済的地位が高まり，貿易立国の道を歩む我が国は，経済的活

力を生かして各国との協調の下に，経済協力の拡充，産業協力の推進等を通じて，国

際経済社会の発展のために積極的に貢献する。

〔3〕指針に沿った政策の実施と情勢の変化への弾力的対応

以下に基本方向が示される諸政策は，想定する内外諸条件に大幅な変更がない限

り，国民の理解と協力を得つつ，政府としてその実現に努めるべきものであり，着実

にその実施を図る。

上記の4点は，対象期間を通じて強力に推進すべき重点である。！しかし，これらの

施策は，事態の解決に早急な実施が迫られているもの，効果の発現までにかなりの期

間を必要とするものも多い。このため，特に対象期間の前半においては，行財政改革，

民間活力発揮のための環境整備等を中心に，長期的視点に立って釆たる＿べき時代にふ

さわしい各種の改革を進める。こうした改革を実施することは，国民各層にとっても

厳しい対応を伴うものであるが，新たな発展のために避けて通ることのできない過程

である。後半には，こうした成果を生かしながら，産業構造の高度化の進展と相まっ

て，経済社会の発展につながっていくことを期する。

また，第1次石油危撥以前のような高成長による問題解決が難しくなる一方，財政

の制約が厳しくなっている中で，政策の実施に際しても，優先順位の厳しい見直し，

各分野における諸政策の整合性の確保が要請されており，調整機能に留意していくこ

とが必要である。

対象期間を通じて，世界経済をはじめ内外情勢はなお流動的な状況が続き，政策の

あり方についてもその見直しが要請されることも予想される。こうした事態の変化と

要請に柔軟に対応しうるよう，昭和65年度を最終年度とするローリング・プラン的な

考え方（リボルビング・プラソ）に沿って，毎年，経済審頭金は，経済社会の展望と

（3）



改革運営の指針についての検討を行い，政府に報告するものとする。政府は，この報

告を尊重し経済運営に反映させるよう努めることとする。

なお，この「展望と指針」に示す経済成長率等の諸数値は，その基本的な展望と政

策運営を基礎としたものであり，幅を持って弾力的に解釈されるべきものである。

（4）
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